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４月１９日にＪＲ名松線で発生した列車の無人走行事故に関して、本部は４月２３日に開

催された経営協議会の場で「まず第一に地域住民に謝罪をするべきである。謝罪をしなけれ

ばＪＲ東海の信頼が損なわれる」と迫りました。しかし会社は 「関係した社員がやるべきこ、

とをやっていなかったということは事実だ」として、事故原因が社員にあることを強調し、

そして、謝罪については「世の中にお知らせをして行く」と、全く地域住民に謝罪をする意

志のない発言をしました。

５月３日付、中日新聞記事によると、 といった事故をＪＲ東海幹部から「本線じゃないから」

過小評価した発言があったことや、昨年１１月にも家城駅構内で脱線事故があったことが明

らかにされています。また、発生後の定例会見で松本社長が事故に関して言及したのは、自

「社会に対し社が農業参入するトウモロコシ栽培などの新規事業を説明した後であったことは

と厳しく指弾されています。て鈍感ではないのか」

「ＪＲ東海に硬直さとおごりを感じる」「事故を起こした企業として家城駅沿線日頃の取材からも

にわびる掲示もない」「個人責任の追及だけでは同じことが繰り返される」と企業体質を厳しく問

う内容を社会に訴えています。


